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医療においてEBM（エビデンスに基づいた医療）
というテーマが掲げられて久しい。利用者が安心し
て標準的な医療を受けられることを目指したもので
あり、薬剤はもちろん手術治療についてもその効果
の実証検討が積極的に行われるようになっている。
しかしながら、こうしたEBMの評価方法を当ては
めやすい分野と、そうでない分野が存在し、残念な
がらリハビリテーションは後者の代表格の一つとい
っても過言ではない。
リハビリをすることで目の前の患者さんの機能が
向上していくことに疑念を挟む余地はないと思いが
ちだが、問題となるのは治療法Aと治療法Bを比べ
た場合、どちらが有効であるかという場面である。
さらに、その一方の治療法Bが何もしない経過観察
だったとしたらどうか、という場面もある。特に脳
卒中や脊髄損傷（とくに不全麻痺症例）のような中
枢神経疾患においては、発症からの時間経過ととも
に自然に機能回復を示す現象が知られており、発症
から半年以内のあらゆるリハビリ治療はこうした症
状の自然回復の流れの中で行われると考えたほうが
よい。一人の患者さんに対し、リハビリをした場合
としない場合の結果を比べることは無理である。そ
こで必要になるのがリハビリ開始前にその患者さん
がどの程度の回復する見込みがあるかを推測する
「予後予測」と呼ばれる作業である。正確な予後予測
が可能になれば、新しい治療を導入した際に、それ
よりも回復度が上回ればその治療方法は従来のもの
よりも有効であることの根拠となる。これまでも患
者さんの症状や画像検査での病変の大きさをもとに、
その患者さんの予後予測を試みる研究は数多くあり、

一定の成果をあげている。しかし、そうした研究に
患者さんの血液データが用いられることはほとんど
なかった。
研究所運動機能系障害研究部では脊髄損傷に対す
るリハビリ研究を行うと同時に、リハビリの効果を
評価する方法についても検討を進めてきた。そして
数年前から、神経に傷がつくと神経細胞のたんぱく
質が血液中に漏れ出し、数値が上昇するという現象
に着目している。原理はお酒を飲みすぎて肝臓の細
胞が壊れるとγGTPというたんぱく質が血中で上
がるのと同じである。いくつかの候補蛋白の中から
脊髄損傷患者の受傷後の経過を予測するのに利用可
能なものを探す作業を行ってきた。その中で
「pNF-H」（リン酸化ニューロフィラメント重鎖の
略）という物質が有力な候補として上がり、現在解
析を行っている。これまでに、怪我をしてから３日
目の時点での血液サンプル中のpNF-H値が高い脊
髄損傷症例ほど、広い範囲での神経損傷が起きてい
て、その後の機能回復も悪い、という途中結果が得
られている。今後、より規模の大きい調査をするこ
とで、どの程度正確に予後予測が可能かを調べる予
定となっている。
もちろん、こうした血液中の「バイオマーカー」
を測定したからといって病気や怪我が治るわけでは
ない。しかし、近年注目されている再生医療の治療
もこのような治療効果を評価する仕組みが完備され
てこそ、現実のものとなるのである。今後、こうし
た研究が脊髄損傷に限らず様々な神経疾患の解決の
糸口になればと思っている。

〔研究所情報〕

血液検査で神経疾患をとらえる
運動機能系障害研究部　緒方　徹



― 11 ―

国立障害者リハビリテーションセンター学院には、
言語聴覚学科、義肢装具学科、視覚障害学科、手話
通訳学科、リハビリテーション体育学科の５つの学
科があります。今年度は５学科あわせて66名の新入
生を迎えました。３月に起きた東日本大震災の被災
地からの入学生もいましたが、入学から３ヶ月経ち、
今は集中して勉強に励んでいます。

各学科の授業や行事の様子について、新入生に学
校生活で感じていることなども含めて述べてもらい
ましたので紹介いたします。今回は言語聴覚学科、
義肢装具学科、視覚障害学科の３学科、次号に手話
通訳学科、リハビリテーション体育学科の２学科を
掲載予定です。

言語聴覚学科 言語聴覚学科１年　　安田　友香

学院の言語聴覚学科に入学してから、早くも３ヶ
月が過ぎました。入学当初は緊張の毎日でしたが、
学院全体で行われたスポーツ交流会、リハビリセン
ターで行われた体育祭などを通して、次第にクラス
メイトとも打ち解けることができました。
クラスには、さまざまな領域から来た学生が集ま
っており、友達のことを知っていく過程がとても楽
しいです。大学で言語学を学んでいた人、法律事務
所で働いていた人、外国で演技を学んでいた人等々、
全員が異なる背景をもってこの言語聴覚学科に集ま
りました。授業でわからないことがあると、専門的
に学んでいた人に聞いて、みんなで助け合っていま
す。勉強だけでなく、時間がある時には、体育館を
借りてバドミントンをしたり、バレーをしたりして
リフレッシュしています。クラスメイトに恵まれ、
みんなと一緒に学んでいることがとても嬉しい毎日
です。
授業では、障害の実態や人間の体のつくり、脳の
仕組みについて等々、興味深い授業がたくさんあり、

毎日新しい発見に出会います。私たちに指導して下
さる先生方は、医学的、学問的事柄に限らず、倫理
的なことも、しっかりと伝えて下さいます。人間的
であり、科学的でもある先生方から、学問と共に、
言語聴覚士として持つべき心構えや姿勢も学び、充
実した日々を送っています。
これからも、クラスメイトと支え合いながら、有
意義な学院生活を送りたいと思います。

スポーツ交流会にて

〔学院情報〕

養成部門の紹介
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私達１年生が入学して早３ヶ月、これまでとは異
なった環境の中で厳しくも充実した日々を送ってい
ます。
義肢装具に関する授業は実習中心で進むため、実
践的に技術を学ぶことができます。また座学の授業
には心理学や解剖学、物理学などがあり、義肢装具
士に求められる幅広い知識を様々な方向から学びま
す。これらの授業はどれもが新鮮であり、自分は義
肢装具士という仕事へ一直線に向かっているのだと
いう実感を得られます。また学院生活に関しては、
教官方やセンターの方々、先輩方による丁寧なサポ
ートと叱咤激励を頂き、集中して勉学に励むことが
できます。

この学科の雰囲気は高校や大学のそれとは異なり、
社会人としての対応や振る舞いに近いものを求めら
れます。「義肢装具学科は大人の学校である。」とは
教官の言葉ですが、本当にその通りであると強く感
じます。
勉学面、生活面と、どれも入学前に想像していた
ものよりも厳しいものでしたが、私にとってはそれ
がやりがいになり、励みになっています。これから
更に様々なことを学び、その中で多くのものを求め
られると思いますが、私達義肢装具学科の１年生は
新しい知識や技術を得、また人間的に成長していく
ことで、世の中に必要とされる義肢装具士になれる
ように切磋琢磨してまいります。

義肢装具学科 義肢装具学科１年　　和田　夏樹

下腿義足の製作実習 義肢装具に使用する材料についての講義
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入学からはや３カ月が過ぎ、季節が夏にうつろう
今日、私たち視覚障害学科一同は勉学に忙しい日々
を過ごしています。さらに本学科の中心的な科目で
ある白杖歩行訓練が始まり、身をもってその難しさ
と重要性を実感しています。その中でより良いもの
を作り上げようと努力し試行錯誤を行う私たちです
が、入学時には色も形も違う７人であったため今後
の学院生活の先行きが不安になることがありました。
しかし現在では、それぞれに異なった経験や視点を
持つことが逆に良い結果をもたらしています。さら
に学院生活以外では理療教育学科の方々や外部講師
の諸先生方始め、多くの交流の機会があります。そ

のため、私たちは自分の専門分野以外の知識も幅広
く得ることができること、そしてこの恵まれた環境
に対して感謝しています。
私たちは視覚障害について学ぶ過程で、少しずつ
ではありますが目の不自由な方の気持ちを理解し始
めています。しかし二年間の学院生活を経たからと
いってその気持ちのすべてを理解することはできま
せんし、理解したと思うことは単なる思い上がりな
のかもしれません。最後になりますが、今後も本学
科一同、視覚障害のスペシャリストになるべく努力
し続けたいと思います。

視覚障害学科 視覚障害学科１年　　山口　史明

白杖を使っての歩行訓練


